
日本脊椎脊髄病学会 平成30年度第 2回安全医療推進委員会 議事録 
 
日時：平成 30年 9月 28日（金）7:00～8:00 
会場： TKP東京駅日本橋カンファレンスセンターカンファレンスルーム 104 
 
出席者：髙相晶士（担当理事）、今釜史郎（委員長）、大谷晃司、奥田真也、折田純久（書

記）、小西宏昭、村上英樹、湯川泰紹（順不同、敬称略） 
欠席者：宮腰尚久（敬称略） 
 
報告・確認事項 
1． 過去 2年間の委員会活動内容について 
次回全国合併症調査の回収率向上への取り組み、合併症調査ひな形の作成、1 ヶ月間の

pilot study計画、日本脊椎脊髄病学会（JSSR）倫理委員会への研究申請書類提出などにつき、
報告・確認がなされた。 
 
審議事項 
1. 合併症調査について 

1) JSSR安全医療推進委員会としての調査を検討していた、2018年 6月の pilot study実
施は医療研究倫理により延期する（もともと従来の学会合併症調査時期は 2020 年
前後）。 

2) 研究に対する医療倫理対応が今後変更になる可能性があり、次回の全国合併症調査
は実施のタイミングをはかる。厚生労働省の医療研究に対する考え方もあるため、

厚生労働省の方に本委員会に参加していただくことも検討する。 
 
2. その他の本委員会活動について 

1) 本委員会の全国合併症調査に加え、脊椎脊髄疾患に関わる合併症などに関する報告
や予防も行う。 

2) 日本整形外科学会の安全委員会、JSSR の新技術評価委員会の活動と重複もあるが、
本委員会は脊椎脊髄病に特化した特徴を考慮し、安全な脊椎脊髄病医療を行う上で

必要な情報を発信する役割を担う（新技術評価委員会で検討いただいた事案を、本

委員会で発信するなど）。 
3) 情報の発信は、JSSRホームページなどを検討。JSSR広報委員会にも打診する。 
4) 生じた合併症報告だけでなく、数か月に 1回程度、（全身合併症を含めた）合併症に
関する重要な内容を短いコラムにしてホームページに掲載し、医療安全推進を図る。 

5) コラム執筆者は学会で報告なさっている先生方へ打診する。 
 

3. 今後、随時、メール会議を行う 
 

4. 次回会議日程 
日本脊椎脊髄病学会（横浜）に合わせて 2019年 4月 19日（金）am7時～8時開催予
定とする。 


